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One significant aspect of face processing is the holistic manner in which faces are processed. The human visual system 
is assumed to integrate facial features into a gestalt whole. In this study, we quantitatively examine the validity of the ho-
listic processing model by utilizing a model based on the probability summation. In the experiments, we have examined 
whether the contrast sensitivity for detecting the facial expressions (happy or angry) from two facial parts is predicted by 
the probability summation of the contrast sensitivity for detecting each facial part. We found that the contrast sensitivity 
for detecting facial expressions can be predicted by the probability summation of the sensitivities for detecting each part, 
or it was lower than that from the prediction. These results indicate that the holistic processing model is not adequate to 












その配置で見ることが最大の特徴である。全体的処理には 1 次処理と 2 次処理の 2 段階あり，顔
そのものを検出することを 1 次処理，顔の配置を区別し，個々の顔として認識することを 2 次処







理による顔の区別であり（Freire et al., 2000），全体処理と比べると部分処理では弱いとされて


































および反応の取得は，心理実験遂行用ソフトウェア SuperLab5.0 （Cedrus 社）を用いた。
２−１−２−３ 　視覚刺激
表情データベース（ATRDB99，ATR-Promotion 社）より，ATR により実施された表情判断
の得点が高いモデル（男女 1 名ずつ）を選んだ。各モデルから，それぞれ 2 種類（笑顔，怒り顔）
の表情画像を選んだ。これらの画像からまず，顔の構成要素（目および口）を切り抜いて，500






デル 2 種類×表情（笑顔あるいは怒り顔）2 種類×構成要素（目あるいは口）2 種類×コントラ











実験では，実験参加者に対してこれらの刺激画像 80 枚をランダムな順番で，200 ミリ秒提示
した。実験参加者は，強制 2 肢選択法によって，提示された刺激が笑顔だと判断したらキーボー
ドの Y を押し，怒り顔だと判断したらキーボードの N を押した。正誤のフィードバックは行わ



































































































を切り抜いて，500 × 500 ピクセルの白い背景に，構成要素を 1 枚の刺激画像に顔の位置関係を
保った状態で貼り付けた画像を作成した。このとき，構成要素の組み合わせは，「怒り顔の目 +
怒り顔の口」あるいは「笑顔の目 + 笑顔の口」という構成要素が矛盾しないものに加えて，構
成要素が矛盾する「怒り顔の目 + 笑顔の口」「笑顔の目 + 怒り顔の口」という合計 4 種類とした。
ただし，構成要素が矛盾する刺激画像の結果については，本稿では言及しない。実験１と同じよ
うに Adobe Photoshop でコントラスト値を調整し，元の刺激画像を含めて 5 段階のコントラス
ト値で刺激画像を作成した（表１）。以上を正立の刺激画像とし，同様に，これらを 180 度反転
させたものを倒立の刺激画像とした。よって，男女モデル 2 種類×構成要素の組み合わせ 4 種類
×コントラスト値 5 段階×向き（正立あるいは倒立）2 種類の合計 80 枚の刺激画像が作成された。
２−２−２−４　手続き
実験１と同様，実験参加者は強制 2 肢選択法により，提示された刺激が笑顔だと判断したらキー
ボードの Y を押し，怒り顔だと判断したらキーボードの N を押した。正誤のフィードバックは
行わなかった。
２−２−２−５　データ処理
構成要素の矛盾しない組み合わせの場合（「怒り顔目 + 怒り顔口」「笑顔目 + 笑顔口」）は実験
１と同様に正答率を求めた。そして実験１のデータに確率加重モデルを当てはめ，実験２で使用
した合成画像への正答率を予測した。続いて，実験 2 で得た実際のデータがこの予測と合致する









α 1，β 1：目の画像に対する閾値（正答率 0.81 になるコントラスト値）と関数の傾き
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